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第21回

イラストでわかる
インターネットのABC

前回は、電子メールがSMTPによってどうやって配送され
るかについてお話ししました。しかし、SMTPは郵便の
私書箱のように、受け取り人のメールボックスに届けると
ころまでしか担当していません。このメールをみなさんが
実際に読むためには、メールボックスからメッセージを取
り出してくるという手続きが必要になります。今回は、こ
の部分について見ていくことにしましょう。

2通りの取り出し方
OK？それとも失敗？
こんにちは、メールちょうだい！
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的にメッセージを置いておくところで

あるという考え方に基づくものです。つ

まり、メールボックスに届いたメッセ

ージはすべて受け取ってしまい、メッ

セージの管理は手元で行う方法です。

ほとんどのみなさんは、こうしてメール

を読み書きしていることでしょう。プロ

バイダーのメールボックスからメッセー

ジを受け取って自分のパソコンでメッ

セージを管理するというわけです。

これに対して、メールボックスそのも

のをメッセージを管理する場所として

扱う方法も考えられます。これは、1

つ1つのメッセージを読むのは手元の

パソコンで行いますが、メッセージそ

のものはメールボックスの置かれたサ

ーバーに保存しておき、どこからでも

取り出せるようにする方法です。こう

しておくと複数のマシンで同じメール

ボックスを扱えるようになります。特に

最近はPalmやPocket PCなどのPDA

でもメールの読み書きができますが、

PDAで読み書きするメールは一時的

なものなので、同じメッセージをパソ

コンでも参照したいときに便利です。

こうしたメールボックスの使い方の違

いに応じて、メッセージをメールボッ

クスから受け取るためのプロトコルは

2種類が用意されています。単純にメ

ールボックスからメッセージを受け取

るだけならば、Post Office Protocol

Version 3（POP3: RFC1939）を用い

ます。また、メールボックスでメールを

管理する場合は、Internet Message

Access Protocol Version 4（IMAP4:

RFC 2060）が用意されています。

INTERNET magazine 2001/6 303PDA（ピー・ディー・エー／Personal Digital Assistance）：個人用携帯情報端末。予定表やアドレス帳など、主に個人データの管理に用いる携帯用の電子機器。最近では、
パソコンと連携したりインターネットへ接続したりする機能も標準的に装備されている。その多くがタッチパネル式の液晶画面で操作する。

前回のSMTPのところでは、メールを

読み書きするプログラムUA（User

Agent）がSender-SMTPとして、メッ

セージを発信する役割を持っていると

お話ししました。しかし、メールボック

スからメッセージを受け取ってくること

もUAのもう1つの重要な役割なので

す。UAはメールボックスが置かれてい

るコンピュータのサーバーと通信をして

メッセージを受け取るわけです。

ところで、実際の私書箱などのように、

メールボックスにも2通りの使い方があ

ります。1つは、メールボックスは一時
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Authorizationとは、メッセージを受け

取ろうとしている人が本人であることを

確認する手続きなのです。

この手続きで正しい受け取り人である

こ と を チ ェ ッ ク し た あ と に 、

Transaction（処理）の手続きで、届

いているメッセージの操作に入りま

す。具体的には届いているメッセージ

がいくつあるのかを調べたり、実際に

メッセージを受け取ったり、メールボ

ックス中のメッセージを削除したりし

ます。

では、それぞれの手続きでどのような

手順でコマンドが出され、サーバー側

がどのような処理を行うのかについ

て、もう少しくわしく手順を見てみる

ことにしましょう。

それでは、メールボ

ックスからのメッセージの受け取りが

どのような手順で行われるかを見てみ

ることにしましょう。ここでは、POP3

に基づいて話を進めることにします。

メールボックスが置かれているコンピ

ュータでは、TCPの110番ポートで接

続要求を待つサーバーが動作していま

す。そして、メッセージを取り出そうと

するUAはこのサーバーに対して接続

を要求し、メッセージを取り出すこと

になります。TCPの接続が確立された

あとの手順は、クライアント（UA）側か

らコマンドを送り、その結果の返答

をサーバーから受け取るという形に

なります。

UA側から送られるコマンドは1行単

位で、そこには3～4文字のコマンド

名とその引数が入っています。サーバ

ー側からの返答は「+OK」で始まる行

か「- ERR」で始まる行で表現され、

「+OK」の場合は成功、「-ERR」は失敗

を表しています。正常に進む場合は、

「+OK」を返答として受け取りながら、

それに続く引数やデータを受け取って

いくわけです。

このPOPの手順は大きく分けて2つの

手続きから成り立っています。まずは

Authorization（認証）の手続きです。

実際の私書箱でもそうですが、メッセ

ージを受け取るときには、自分が正し

い受け取り人であることを何らかの方

法で示さなければなりません。つまり

引数（ひきすう）：プログラムを起動したり、プログラム中の関数を呼び出したりする際に渡す数値や文字列などの値。引数を渡された側はその値に応じてプログラム自身の動作を決定
する。
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で、実際の削除は最後に行います。

RETRコマンドとDELEコマンドを繰

り返しながらすべてのメッセージを取

り出したら、最後はQUITコマンドです。

DELEコマンドで削除マークを付けた

メッセージはここで実際に削除しま

す。最後にTCPのコネクションを切断

して一連の手順はおしまいです。
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TCPの接

続を確立すると、

サーバーは「+OK POP3

server ready」と返答してきます。この

状態でサーバーはAuthorizationの手

続きが完了するのを待っています。利

用者の確認には、原則として2つのコ

マンドを用います。USERコマンドが

利用者名、つまりメールアドレスの指

定、PASSは利用者であることを確認

するためのパスワードの指定です。こ

こで利用者名が存在し、パスワードが

正しければAuthorizationは完了し、

Transactionの手続きに移ります。

Transactionではそれぞれのコマンド

がどんな順番に実行されてもよいので

すが、基本的には次のようになります。

LISTコマンドは、メールボックスに到

着しているメッセージのリストを返しま

す。+OKに引き続き、到着しているメ

ッセージに順番に番号を振り、それぞ

れが何バイトの大きさかを返します。

メッセージごとにメッセージ番号とそ

の大きさを1行ずつ答えるのですが、

このように複数行にわたる返答は、そ

の終わりを示すために「.」（ピリオド）

だけの行を返します。

続いて、RETRコマンドでメッセージ

番号を指定して1つずつメッセージの

内容を受け取ります。ここでも+OK

に続いて内容が送られてくるわけです

が、やはりメッセージの終わりを示す

ために「.」だけの行を返しています。

受け取ったメッセージは、もうメール

ボックスに残しておく必要がありませ

んから、DELEコマンドで削除します。

ちなみに、DELEコマンドは削除する

メッセージであることを記録するだけ

RFC（アール・エフ・シー／Request For Comments）：インターネット技術開発組織の「IETF」が、提案という形で示す、事実上のインターネットの技術仕様書群。TCP/IP
などの基本的な技術はRFCに記述され、インターネットで公開されている。 www.ietf.org/rfc.html

次回予告
IMAP4については、サーバー側でメッ

セージを管理するため、もう少し複雑

なプロトコルになっています。興味の

ある人はRFCなどでどんなものなの

かを調べてみるとよいでしょう。

さて次回は、電子メールでやりとりさ

れるメッセージ本体についてお話しす

ることにしたいと思います。
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